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概要：近年の電子書籍市場の伸長に伴い，ソーシャルリーディングが一般化している．ソーシャルリーディングでは，

書籍全体，あるいは一部に対する，感想，批評，メタデータなどの情報を他者と共有することにより，読前，及び読
後の過程を中心とした読書体験の共有が行われている．一方，現実社会における読書の体験の共有の一形態として，

同じ時間，同じ場所において読中の過程の読書体験を共有する読書会が存在する．既存のソーシャルリーディングに

おいては，読前の過程，及び読後の過程が主眼であり，読中の過程における共有の例は少ない．そこで，読中過程の
共有を実現することで，読書会に類する読書体験の共有が可能になると我々は考えた．しかし，既存のソーシャルリ

ーディングにおいて共有される情報を用いた読中の過程の共有は，読書対象であるテキストに対する読書行為を阻害

する可能性があるという問題が存在する．この問題を解決するために，我々は読書行為論に基づき読中過程における
反応の共有と可視化を行い，読書会のような読中過程での読書体験の共有が可能なソーシャルリーディングシステム

を提案する．現在は，実験および検証に向け，システムの完成に向けて実装を行っている．今後，システムを用いた

実験を行う予定である． 
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1. はじめに   

近年，スマートフォン・タブレットの普及に伴い，電子

書籍市場は著しい成長を遂げ，今後さらなる市場規模の拡

大傾向にある．2015年度の電子書籍市場規模は 1,584億円

であり，2014年度の 1,266億円から 318億円(25.1%)増加し

ている[1]．これに伴いソーシャルリーディングが一般化し

ている．このソーシャルリーディングは読書に新たな価値

をもたらす読書体験であると考えられている[2][3][4]．一

般に，ソーシャルリーディングとは，紙媒体，電子媒体の

書籍の読書中に電子的な空間を介して読書体験を共有する

ことである．（本稿では，電子媒体を用いたものを研究の対

象とする．）具体的には，電子書籍の全体，あるいは一部に

対する，感想，書評（書籍に対する批評），及び本文に対す

るハイライトなどの情報をネットワークを介して他の読者

と共有する行為である． 

ソーシャルリーディング以前にも現実社会において，読

書体験を共有する場として読書会というものが存在してい

る．読書会とは，同じ時間，同じ場所において書籍を読み

合うことを目的とする集まりである[5]．これを通じて，読

者間での議論などの協調作業がなされ，内容に対する考察

や再考がなされる．そして，読者はこのような活動を通じ

て，読書行為のきっかけとなる楽しさ，読書に対する気付

き，学びなどの体験が得られる[6][7]． 

ソーシャルリーディング，及び読書会は共に読書体験の
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a) 本論文では，読書行為における過程を以下の 3つに分類し，用いている． 
 (1) 読前過程：読書を行う前を意味する．現在は書籍を読んでいないが，
今後書籍を読む可能性がある． 
 (2) 読中過程：読書を行っている 中を意味する．今まさに書籍を読んで

いる． 
 (3) 読後過程：書籍を 後まで読む，あるいは途中まで読み，現在は読書

を行なっていないことを意味する．現在は読書を行っていない． 
 

共有を行う場であるが，両者には読書体験の共有を行う過

程[a]における差が存在する．すなわち，ソーシャルリーデ

ィングでは，読前過程，読後過程の読書体験の共有が主眼

であるが，読書会では読中過程の共有が主眼である． 

我々は，ソーシャルリーディングにおいても読中過程の

共有を支援することにより，読書会で得られるような読書

体験を得ることができるのではないかと考えた．例えば，

書籍以外で電子的な空間を介して同一コンテンツの閲覧の

過程を共有するサービスとして，ニコニコ動画[8]がある．

ここでは，動画視聴時においてコメントを共有することで，

擬似同期的[b]な動画視聴中の共有を実現し，不特定のユー

ザと動画を一緒に見ているような感覚を味わうことが可能

であるとされる[9]． 

しかし，先に述べたように，既存のソーシャルリーディ

ングは，読中過程の共有を主眼としていない．そのため，

これらを用いて読中過程の共有を行う場合，操作や共有さ

れる情報において，読書行為を阻害する可能性が高い．こ

の問題を解決するために，我々はイーザーの読書行為論

[10][11]と反応[12][13]に基づき，(1)読書行為を阻害しない

読中過程の共有手法の実現，と，これによる(2)読書会で得

られる体験の実現，を目的とする．本稿では，以上を実現

するために現在実装中のシステムである，読中過程での読

者の反応を共有，可視化するためのソーシャルリーディン

グシステムについて述べる． 

本稿の構成は，以下の通りである．まず，2 章で既存の

ソーシャルリーディング，及び読書会の分析を行う．3 章

では，読書行為論に基づき，既存のソーシャルリーディン

グの問題点の分析を行い，読中過程の共有に必要な要件を

分析する．4章では，反応の共有について述べる．5章では，
                                                                    
b) 擬似同期とは，電子的な空間を介してのコミュニケーションにおいて，
利用者の間での共有は「非同期的」に行われ，各ユーザの主観的な体験で

は，あたかも「同期的」なコミュニケーションがなされているかのような

共有を意味する[9]． 
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現在実装中のシステムについて，6章はまとめである． 

 

2. ソーシャルリーディングと読書会 

2.1 既存のソーシャルリーディングサービス及び関連研究 

ソーシャルリーディングとは，紙媒体，電子媒体の書籍

の読書中に電子的な空間を介して読書体験を共有すること

である．このソーシャルリーディングには，ソーシャルリ

ーディングサービスと呼ばれるインターネット上で一般に

利用されているソーシャルリーディングのためのサービス

が存在する．また，ソーシャルリーディングに関する研究

である関連研究も多く存在している． 

既存のソーシャルリーディングサービスでは以下のよう

な共有が行われる． 

(1) 紙媒体，及び電子的な書籍内の一部分について書評

を投稿し共有 

(2) 紙媒体，及び電子的な書籍について書籍全体の感想

を投稿し共有 

(3) 紙媒体，及び電子的な書籍についてタイトルや著者

などの書籍情報を管理し共有 

(4) 電子的な書籍内の一部分についてハイライト情報な

どを付与し共有 

以上のように，既存のソーシャルリーディングサービス

では，感想や書評などの共有が行われ，例えば，新たに読

む書籍の選択や決定に役立てる，自身の感想と他者の感想

を比較する，といった活用がなされる．既存のソーシャル

リーディングサービスの種類，特徴，及び各サービスが読

書体験において共有する過程について読書行為の過程で分

類を行なったものを表 1としてまとめた．  

ソーシャルリーディングの関連研究としては以下がある．

CHEN Min[19]は，構成主義に基づく学習環境の構築のため

にソーシャルネットワークを用いてインタラクティブな英

語リーディングコミュニティを形成し， 新の英語文献の

書籍情報の共有や，感想，書評の共有を行なっている．王

ビョウら[20]は，PDF データにアノテーションなどのメタ

データを付与することで，PDFデータに対する感想や書評

の共有を行うソーシャルリーディングシステムの実装を行

なっている．酒井ら[21]は，感性タグと呼ばれる感性情報

が示されたラベルを読中過程においてページ内に貼り付け

ることで，類似する感性情報のもつユーザデータの分析を

行い，感性の近いユーザのマッチングを支援している．山

西ら[22]は，電子コミックの各コマにコメントを付与し，

読中過程の読書体験の共有を行うことで，電子コミックに

おける読者間の読中過程の共有を実現している． 

以上の既存のソーシャルリーディングサービス，及び関

連研究から，既存のソーシャルリーディングには以下の 2

つの特徴があると言える． 

(1) 既存のソーシャルリーディングでは，読書行為の過

程について，感想や書評などのテキストデータ，及

び本文に対するラベル情報，ハイライト情報などの

メタデータ(以下，これらをレビュー情報と呼ぶ)を用

いた共有が行われている． 

(2) 既存のソーシャルリーディングの多くは，読書行為

の過程について，書籍を読前と読後の過程の共有を

行うものである． 

 

表 1 既存のソーシャルリーディングサービス 

 
2.2 読書会 

読書会とは，同じ時間，同じ場所において書籍を読み合

い，読書体験を共有する場である．すなわち，読書会では

読中過程の読書体験の共有がなされる．この読書会を通じ

て参加した読者は，例えば，以下の体験を得ることが可能

である． 

(1) コミュニケーション，協力，協調作業 

(2) 意見の主張，議論 

(3) 意見に対する考察，書籍の内容の再考 

(4) 笑い，楽しみ，驚き 

(5) 共感，相互理解，一体感 

このように読書会では読中過程の読書体験の共有を行う

ことで，様々な体験を得ることが可能となる．また，読書

会には，これらの体験を通じて以下の意義があるとされる． 

(1) 表現や話し合い，協調に対する楽しさ 

(2) 読むことがより好きになる 

(3) 新たな気付きを通じて刺激と学びが得られる 

(4) 人間関係が築ける 

以上を踏まえ，読書会において重要なことは，読中の過

程を共有することであると考える．したがって，我々はソ

サービス名 特徴 
読書体験におい

て共有する過程 

本が好き[14] 感想や書評の共

有が可能． 

読前過程，読後過

程 

ブクログ[15] 書籍情報の管理

及び，管理情報と

書籍情報の共有

が可能． 

読前過程，読後過

程 

ポピュラー・ハイ

ライト[16] 

書籍に記したハ

イ ラ イ ト を

Kindle で共有す

ることが可能． 

読前過程，読中過

程，読後過程 

Liblar[17] 書籍情報の管理

および，書籍情報

の共有が可能． 

読前過程，読後過

程 

ブクペ[18] 感想や書評の共

有が可能． 

読前過程，読後過

程 
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ーシャルリーディングにおいても読中過程の共有を実現す

ることにより，読書会で得られる読書体験の共有が可能に

なると考える． 

 

2.3 既存のソーシャルリーディングの読中過程の読書体験

の共有における問題点 

前節までで述べたように，既存のソーシャルリーディン

では，読書会のように読中過程の共有を行うものが少ない．

例えば，2.1 で挙げた既存のソーシャルリーディングサー

ビスの多くは，レビュー情報を用いて読前過程，読後過程

の共有を行うものである．読中過程の共有を可能としてい

るものとして，ハイライト共有や，感性タグを用いたマッ

チング機能があるが，読書会のように相互理解や協調作業，

楽しさといった体験を共有することは困難である．このよ

うに，読中過程における読書体験の共有の実現において，

読中過程でのレビュー情報の参照は，読書対象であるテキ

ストに対する読書行為を阻害する可能性があり，実際的で

はない． 

既存のソーシャルリーディングにおいて共有されるレビ

ュー情報には，以下のような特徴がある． 

(A) レビュー情報は．テキストデータにより構成される
場合が存在するため，レビュー情報自体への“読書

行為”が発生する． 

(B) レビュー情報は，一般に入力者の感情，感想，解釈

等であり，テキスト，経験，知識に依存する要素を

含む． 

(C) レビュー情報は，一般に読了時に記述される為，読

者の未読部分に対する直接的，間接的な内容（いわ

ゆるネタバレ等）を含む． 

これらのレビュー情報の特徴より，レビュー情報を用い

て読中過程の読書体験の共有を行った場合，読書行為を阻

害する以下の問題が発生することが考えられる． 

(1) (A)より，テキストと読者のコミュニケーションの阻害

となる問題． 

(2) (B)より，人によっては理解や同意が不可能な内容を含

み，同一場面における解釈の共有が困難となる問題． 

(3) (C)より，物語の展開構造における未読部分に対する過

剰な情報の提示を行う問題． 

よって，ソーシャルリーディング上で読中過程における

読書体験の共有を実現するためには，レビュー情報以外の

情報を共有し，読書行為の特徴に基づく新たな情報の共有

が必要である． 

 

3. 読書行為論と読中過程の共有 

3.1 イーザーの読書行為論 
個人の読中過程を説明可能な読書行為の理論としてイー

ザーの読書理論[10][11]がある．図 1はイーザーが読書行為

をモデル化した「内包された読者」と呼ばれるものである． 

 

 

この理論によると，読書行為とは，読者とテキストのコ

ミュニケーションにより行われる個人的な活動であり，こ

れに伴い，語用論的な問題が発生するとされる．語用論と

は，人により同一場面の解釈が様々であることを指す．こ

のテキストと読者のコミュニケーション，及び語用論的な

特性は，(1)レパートリー，(2)ストラテジー，(3)現実化の 3

つの要素より形成されると定義される．また，読者とテキ

ストのコミュニケーションにおいて，(4)否定，(5)空所が発

生する．否定と空所は，読書中の意味，及び場面形成にお

ける悩みのことであり，乗り越えることで知識習得などの

フィードバックに繋がる． 

具体的に読書行為に関わる各要素は以下を意味する． 

(1) レパートリー 

テキスト内の各字句，及び単語が何かしらの意味を内包

していることを意味する．この意味の内包されたテキスト

に対して読者は経験，知識を用いた意味決定を行う．	

(2) ストラテジー 

レパートリー同士の連結を行い，イメージの形成を行う

ことを意味する．ストラテジーは，主題-地平構造および前

景-背景構造から成る．主題-地平構造とは，選択されたレ

パートリー要素について，意味の理解が出来るように視点

や文脈の調整を行い，組み立てることである．また，前景-

背景構造とは，読者が選択したレパートリー要素に対して，

その要素が本来持つ意味を考慮し，ある場面に相応しい意

味選択を行うことである．	

(3) 現実化 

テキストに対する読者の参加を意味する．この読者の参

加によりレパートリー，及びストラテジーが生じ，テキス

トと読者のコミュニケーション行為が成立する． 

(4) 否定 

主題に合うようにレパートリーの意味の取捨選択を行う

過程に伴う，円滑な読書行為の阻害を意味する．主にスト

図 1	 イーザーの読書行為モデル 
「内包された読者」 
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ラテジー形成を行う際のレパートリーにおいて生じる．レ

パートリーでは，パラダイムに応じて各字句や単語が本来

持つ意味が無効化されている場合がある．このため，読者

は主題に合うように，困難を伴いながら意味の取捨選択を

行わなければならない． 

(5) 空所 

複数のテキスト間のセグメントの隙間を埋める際のイメ

ージ形成に伴う，円滑な読書行為の阻害を意味する．主に

ストラテジーの形成において生じる．テキストの一つのセ

グメントは，次のセグメントとイメージや視点が接近，連

続しているとは限らない．読書行為において意味形成を行

うために，読者はイメージの形成を行いセグメント間の隙

間を埋める必要がある．このため，読者は困難を伴いなが

ら，テキスト間のセグメントをイメージ形成によって埋め

なければならない． 

 

3.2 読書行為の特徴 

イーザーの読書行為論より，読書行為には以下の 3 つの

特徴があると言える． 

(A) 読書行為とは，サイクリックかつリアルタイムなコ
ミュニケーション行為である． 

(B) 読書行為には，読書行為を営むための，テキスト，

経験，知識などに直接依存する要素としない要素の 2

種類がある． 

(C) 読書行為とは，意味，場面形成における悩みを克服

しながら進行する連続的行為である．  

(A)は，読書行為が個人的に営まれる行為であることを意

味する．読書行為は意味やイメージ形成を連続的に繰り返

すことで成る．同時に，テキストに対して読者が意識を向

けている間のみに行われるリアルタイムな行為である． 

(B)は，読書行為にはテキストの内容や読者の経験，知識

に左右される要素が存在することを意味する．テキストを

読む際のコンテクストは人により異なるため，同一の書籍

であっても人により異なる感想を抱く語用論的な問題が発

生する． 

(C)は，読書行為は，連続的にイメージ形成の阻害が発生

すると同時に，乗り越えることによるフィードバック効果

があることを意味する．フィードバック効果は空所，否定

の形成という読者にとって困難を伴う連続的なイメージ形

成の効用である． 

 

3.3 読中過程の共有の要件 
読中過程での読書体験の共有に必要な要件は，読書行為

の特徴の(A)より，“(1)読書行為を阻害しない”，また，“(2)

擬似同期的な情報の提示を行う”，(B)より，“(3)テキスト，

経験，知識などに依存しない”，(C)より，“(4)未読部分に

関する情報を持たない”，である．各要件は，具体的に以下

を意味する． 

(1) 読書行為を阻害しない 

読書行為とはテキストと読者とのサイクリックかつリア

ルタイムなコミュニケーション行為である．よって，読中

過程の読書体験の共有において，他者の感想や書評などテ

キストデータが共有された場合，そのテキストに対する新

たな読書行為が生じる．すなわち，書籍内で新たにミクロ

な読書行為が生じ，読書行為におけるテキストの量が増加

することになる．このミクロな視点で発生する読書行為は，

本来読んでいる書籍の展開とは異なる．そのため，リアル

タイムに行われる本来のテキストとのコミュニケーション

を連続的に阻害し，否定や空所といった読者の困難をより

増加させ，テキストの現実化に対する意欲を削いでしまう

可能性がある．従って，読中過程の共有の実現のためには，

リアルタイムに行われる個人の読書行為を阻害しない情報

の提示を行うことが重要である． 

(2) 擬似同期的な情報の提示を行う 

読書行為とはテキストと読者とのサイクリックかつリア

ルタイムなコミュニケーション行為である．よって，読中

過程の共有においては，読書を行うタイミングに左右され

ない非同期的な情報の共有がなされることが重要である．

一方で，読中過程での読書体験の共有においては，異なっ

た時間軸でありながら，他者と同一の場面を読み，あたか

も同一の時間を共有しているような感覚，についても共有

する必要がある．よって，個人的にリアルタイムで行われ

る読書行為を共有するためには，擬似同期的な共有を可能

とする情報の提示が重要である． 

(3) テキスト，経験，知識などに依存しない 

読書行為には，レパートリーやストラテジー，現実化な

どの，読書行為を営む上でテキストの内容や読者の経験，

知識に左右される要素が存在する．また，これらの要素よ

り，語用論的な問題が生じる．よって，読中過程の読書体

験の共有において，レビュー情報の共有では，人により異

なる解釈の共有が行われる．この時，人により異なる解釈

の共有は，例えば，“テキストデータで書かれた文章の内容

が難しく相手の伝えたい意味や気持ちがわからない”，“メ

タデータとして付与された情報が何を意味しているのか分

からない”，といったコミュニケーションの阻害に繋がる可

能性がある．そして，コミュニケーションの阻害に伴い，

円滑な読書行為も阻害される恐れがある．従って，読中過

程の共有の実現のためには，テキスト，経験，知識などに

依存せず，他者とのコミュニケーションを阻害しない円滑

な情報の共有が重要である． 

(4) 未読部分に関する情報を持たない 

読書行為では，空所・否定に伴う悩みが連続する．一方

で，この悩みの克服は，期待，知識習得などのフィードバ

ック効果が得られるという効用に繋がる．しかし，テキス

トデータの共有は，物語の展開構造における未読部分に対

する過剰な情報の提示（ネタバレ等）が行われる可能性が
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ある．この未読部分に対する過剰な情報の提示は，読者の

現実化に対する意欲を阻害するのみならず，悩みの克服に

伴うフィードバック効果を阻害する恐れがある．従って，

読中過程の共有の実現のためには，未読部分に関する情報

過剰な情報の提示を行わず，読者のテキストに対する現実

化の意欲を維持し，フィードバックという効用を享受する

ことが重要である． 

 

4. 反応の共有と可視化 

4.1 反応の共有と種類 
目的の実現のために，読中過程において，レビュー情報

とは異なる読書体験の共有を行う必要がある．そのため，

我々は，読書行為に関わる“反応”の共有に着目した．心

理学において，反応は，状況の理解，評価といった認知過

程によって喚起される感情，として知られている[12]．こ

のことから，読中過程の共有において，語用論的な問題が

生じる可能性のあるレビュー情報とは異なり，一般化され

た解釈として共有されることに期待できる．  

米田ら[13]は，読書行為に関わる反応の分析を行っている．

この際，反応の種類として“(A)予感”，“(B)共感”，“(C)違

和感”を定義しており，これらの反応が物語の理解に関わ

ることを述べている．各反応は以下を意味している． 

(A) 予感：物語の先の展開を予測する感情 

(B) 共感：登場人物の感情を理解した結果生起する感情 

(C) 違和感：認知の不整合を感じる際に生起する感情 

また，これらの反応は物語の展開構造に関わるとされる．

具体的には，“予感”，“違和感”は思考過程で生起する反応

であり，“共感”は事後的な反応であるとしている．すなわ

ち，物語の理解の途中では“予感”，“違和感”が増加し，

物語の理解を終えた時点では“共感”が増加する． 

よって，“予感”，“共感”，“違和感”の反応の共有を行う

ことにより，(1)状況の理解，評価の結果により一般化され

た情報，(2)物語の展開構造を表現可能な情報，として読書

過程の共有に活用可能であると考える． 

 

4.2 反応の共有と可視化の必要性 
反応は，読中過程における読書体験の共有を実現するた

めの 4つの要件を満たす． 

反応は“共感”などの抽象化された感情の情報として扱

うことが可能である．このため，3.3 であげた読中過程の

共有の要件のうち，“(1)読書行為を阻害しない”，及び“(4)

未読部分に関する情報を持たない”，を満たす．加えて，可

視化を行うことにより，異なった時間での非同期的な共有

と，擬似同期的な体験の共有が可能となる．よって，“(2)

擬似同期的な情報の提示を行う”を満たす．そして，反応

は，テキスト，経験，知識に対する理解，評価の結果に生

起するため，依存する要素が集約され，一般化された情報

である．従って，“(3)テキスト，経験，知識などに依存し

ない”を満たす． 

以上より，本研究では，物語理解における“予感”，“共

感”，“違和感”の反応に着目し，可視化を行うことで，読

中における読書体験の共有の実現を目指す． 

 

5. 提案システム 

5.1 システムの概要と機能 
提案するシステムは，読書中の反応の共有と可視化を行

うことにより，読中過程における読書体験の共有を可能と

するシステムである．反応の共有を行うために，本システ

ムではグラフによる可視化を行なう．読書中の反応の共有

と可視化は，以下に示す(1)書籍閲覧機能において，(2)反応

の入力機能，及び(3)反応のグラフ表示機能を実装すること

で実現される．  

(1) 書籍閲覧機能 

閲覧したい書籍を表示する機能である．本機能において，

読書行為を成立させるためのテキストの表示が実現される．

また，反応の共有と可視化を実現するために，後述する(2)

反応の入力機能，及び(3)反応のグラフ表示機能が利用され

る．  

(2) 反応の入力機能 

書籍閲覧機能において，読書行為を行い，表出した反応

を入力するための機能である．反応が入力された場合，入

力された情報をサーバを介してデータベースに格納する．

そして，(3)反応のグラフ表示機能において，他者がこの書

籍を読んでいる 中に入力された反応の情報を可視化する． 

(3) 反応のグラフ表示機能 

他者が入力した“予感”，“共感”，“違和感”の反応を，

グラフとして表示する機能である．それぞれの反応は色に

より区別されている．また，グラフは“閲覧中のページ”

および“書籍全体”について表示を切り替えることが可能

である． 

本システムの利用シナリオを以下に示す．まず，本シス

テムの利用者は，書籍の閲覧画面にアクセスを行う．書籍

の閲覧画面では，(1)の機能により画面に表示された電子的

な書籍が表示され，(3)の機能より，自身と他者の入力した

反応のグラフが表示されている．本システムの利用者は，

この書籍の閲覧画面において読書行為を行う．システムの

利用者が，書籍の内容について反応を共有したいと感じた

場合，(2)の機能を利用する．すなわち，共有したいと感じ

た文章を選択し，反応の選択，及び入力を行うことで，シ

ステムに登録される．この登録された参加者の反応情報を

もとに，(3)の機能による反応のグラフの表示がなされる．

このグラフは“書籍全体”と“閲覧中のページ”に切り替

えることが可能である．“書籍全体”を選択した場合，書籍

全体に対するグラフの表示が行われ，利用者は，他者の物
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語全体に対する反応を閲覧することが可能となる．また，

“書籍全体”から“閲覧中のページ”に切り替えることで，

書籍内における擬似同期的な共有が可能となる． 

システムでは，書籍内で利用者により反応が選択された

場合，(2)の機能より，サーバにデータを送信し，データベ

ースに追加する．そして，データベースに登録されたデー

タをもとに，(3)の反応のグラフ表示機能において他者の反

応の情報を表示する．よって，参加者は反応の表出とグラ

フを閲覧することで，読中過程における共有が可能となる． 

 

5.2 システムの構成 

本システムの利用画面を図 2 に示す．この画面は，書籍

閲覧画面，及び反応のグラフ表示画面により構成される．

具体的には，画面の中央に書籍閲覧画面が表示され，画面

の上部に“予感”，“共感”，“違和感”の反応を表示するグ

ラフ，グラフの切り替えボタン，および反応の入力ボタン

が表示されている． 

 

 

本システムの構成を図 3に示す．提案するシステムはWeb

アプリケーションであり，開発言語は Python と JavaScript

を使用している．また，Pythonにおける Webアプリケーシ

ョン開発のフレームワークとして Djangoを使用した．デー

タベースでは，ユーザ情報，反応情報，書籍情報をそれぞ

れ管理している．読書可能な電子書籍のデータは，青空文

庫にある XHTMLファイルを利用する． 

 

6. まとめ 

我々は，(1)読書行為を阻害しない読中過程の共有手法の

実現，と，これによる(2)読書会で得られる体験の実現，を

目的としている．本稿では，既存のソーシャルリーディン

グ，及び読書会の分析を行い，分析の結果を踏まえ，イー

ザーの読書行為論と，読中過程で生じる感情の一種である

反応に基づき，読中過程での読者の反応を共有，可視化す

るためのソーシャルリーディングシステムについて述べた．

なお，本システムは現在実装中である， 

今後はシステム完成後に，(1)読書行為を阻害しない読中

過程の共有手法の実現，を明確にするための実験を行う予

定である． 
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